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子
宮
頸
が
ん
の
予
防
政
策
を　

　
　

高
杉　

徹 

議
員

 

子
宮
頸
が
ん
の
予
防
接
種
に
公
費
助
成
を

　
　
　

岡
野
一
男 

議
員

ら
実
施
し
て
い
る
子
宮
頸
が
ん

検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の
活
用

状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
か
。
当
然
受
診
率
向
上
が
図

ら
れ
て
い
る
と
思
う
が
、
受
診

率
は
前
年
度
と
比
較
し
て
ど
の

よ
う
な
数
値
に
な
っ
て
い
る
か
。

答 

弁
（
保
健
福
祉
部
長
） 

子
宮
頸

が
ん
検
診
は
直
近
で
対
象
者

１
万
７
２
０
３
人
。
平
成
20
年

度
は
受
診
者
１
６
６
９
人
で
受

診
率
9.7
％
、
平
成
21
年
度
は
、

受
診
者
２
１
３
８
人
で
受
診
率

12
・
４
％
。
人
数
で
４
６
９

人
、
率
で
2.7
％
の
増
加
。
子
宮

頸
が
ん
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の

活
用
状
況
は
対
象
者
２
１
８
２

人
、
受
診
者
３
９
１
人
で
無
料

ク
ー
ポ
ン
券
の
み
の
受
診
率
は

17
・
92
％
。
こ
の
受
診
者
の
う

ち
初
め
て
検
診
を
受
け
た
方
が

３
３
４
名
。
検
診
結
果
は
９
名

が
精
密
検
査
対
象
者
で
、
20
歳

代
が
６
名
、
そ
の
中
の
１
名
が

か
な
り
早
期
の
が
ん
の
段
階
で

発
見
さ
れ
治
療
に
結
び
つ
い
た
。

　

 　

子
宮
頸
が
ん
・
性
感
染
症
及

び
母
体
保
護
の
重
要
性
等
の
知

識
の
普
及
、
定
期
的
な
検
診
の

必
要
性
に
つ
い
て
啓
蒙
啓
発
に

引
き
続
き
努
め
て
い
く
。

　

 　

次
に
、
予
防
ワ
ク
チ
ン
を
小

中
学
生
に
全
額
補
助
で
接
種
す

る
か
に
つ
い
て
、
今
後
国
の
動

市
が
一
番
に
取
り
組
ん
で
欲
し

い
と
願
っ
て
い
た
が
、
大
子
町

が
中
学
１
年
生
女
子
を
対
象
に

全
額
補
助
で
接
種
を
実
施
す
る

補
正
予
算
を
提
案
。

　

 　

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

は
高
額
の
た
め
普
及
さ
れ
て
い

な
い
が
、
全
額
補
助
を
行
う
考

え
は
あ
る
か
。
県
内
の
接
種
可

能
な
医
療
機
関
は
１
４
１
と
聞

い
て
い
る
が
、
市
内
に
は
何
箇

所
あ
る
の
か
。
平
成
21
年
度
か

の
先
生
方
に
相
談
し
な
が
ら
、

早
期
に
実
施
で
き
る
よ
う
検
討

し
た
い
。

　

 　

次
に
、
常
総
市
の
が
ん
予
防

の
総
合
的
な
政
策
に
つ
い
て
、
検

診
の
受
診
率
を
高
め
る
こ
と
と
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
併
せ
て
行
う

こ
と
。
生
徒
や
保
護
者
等
に
対

す
る
子
宮
頸
が
ん
・
性
感
染
症

及
び
母
体
保
護
の
重
要
性
等
の

知
識
の
普
及
、
定
期
的
な
検
診

の
必
要
性
に
つ
い
て
啓
蒙
啓
発

す
る
こ
と
で
、
予
防
と
早
期
発

見
が
出
来
る
と
考
え
て
い
る
。

率
を
高
め
る
こ
と
と
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
併
せ
て
行
う
こ
と
が

必
要
だ
。
当
市
の
総
合
的
な
予

防
政
策
を
ど
う
考
え
る
の
か
。

答 
弁
（
保
健
福
祉
部
長
）
厚
生
労

働
省
が
予
防
接
種
事
業
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
５
月
中
に
広
く

意
見
を
求
め
、
子
宮
頸
が
ん
ワ

ク
チ
ン
の
個
人
負
担
に
全
国
の

市
町
村
で
、
負
担
に
格
差
が
生

じ
る
こ
と
が
不
公
平
で
あ
り
国

民
的
観
点
か
ら
全
額
国
庫
負
担

で
実
施
出
来
る
よ
う
常
総
市
と

し
て
、
強
く
要
望
し
た
。

　

 　

今
後
、
当
市
が
接
種
率
を
高

め
る
た
め
に
集
団
接
種
と
し
て

実
施
し
た
場
合
、
初
年
度
対
象

者
は
11
～
14
歳
女
子
全
員
約

１
千
２
百
人
が
該
当
し
、
ワ
ク

チ
ン
代
・
人
件
費
等
の
概
算
で

４
千
７
百
万
円
程
度
の
経
費

が
必
要
。
次
年
度
以
降
は
一

学
年
を
対
象
と
す
る
の
で
約

１
千
２
百
万
円
程
度
。
今
後
、

財
源
の
確
保
策
や
、開
始
時
期
、

副
反
応
の
問
題
、
対
象
年
齢
、

実
施
方
法
等
に
つ
い
て
医
師
会

○ 

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

無
料
化
対
策
に
つ
い
て

質 

問　

子
宮
頸
が
ん
は
が
ん

の
中
で
唯
一
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
で
予
防
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
日
本
で
は
現
在
１
年
間
に

約
１
万
５
千
人
が
子
宮
頸
が

ん
に
か
か
り
、
残
念
な
が
ら

３
千
５
百
人
が
死
亡
し
て
い
る
。

し
か
も
こ
の
20
年
間
で
こ
の
が

ん
の
発
症
が
倍
増
す
る
勢
い
で

20
代
か
ら
30
代
に
増
え
て
い

る
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
ヒ
ト
パ

ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て

起
こ
り
、
10
代
前
半
に
ワ
ク
チ

ン
を
接
種
す
れ
ば
７
割
以
上
予

防
で
き
る
。
し
か
し
、
社
会
保

険
の
適
用
が
な
く
、
全
額
自
己

負
担
で
、
半
年
間
に
３
回
の
接

種
が
必
要
と
な
り
、
合
計
で
約

５
万
円
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と

を
ふ
ま
え
て
、
①
当
市
で
子
宮

頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
率
を

高
め
る
た
め
、
公
費
助
成
に
よ

る
無
料
化
政
策
を
早
期
に
実
施

し
て
い
く
考
え
は
あ
る
か
。
②

が
ん
予
防
に
は
、
検
診
の
受
診

○ 
子
宮
頸
が
ん
に
つ
い
て

質 

問　

質
問
を
行
う
前
に
が
ん
と

戦
っ
て
い
る
方
々
に
「
が
ん
に

負
け
な
い
で
」
と
声
援
を
送
り

な
が
ら
質
問
す
る
。
子
宮
頸
が

ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
が
平
成
21
年

10
月
16
日
に
薬
事
承
認
さ
れ
、

12
月
22
日
か
ら
発
売
さ
れ
た
。

新
聞
報
道
に
よ
る
と
栃
木
県
大

田
原
市
が
小
学
校
６
年
生
を
対

象
に
集
団
接
種
を
市
の
全
額
負

担
に
よ
り
実
施
。
茨
城
で
は
当

 

〈
そ
の
他
の
質
問
事
項
〉

○ 

高
齢
者
や
障
が
い
者
を
守
る
成

年
後
見
制
度
に
つ
い
て
。

○ 

市
街
地
賑
わ
い
再
生
事
業
と
商

業
活
性
化
に
つ
い
て
。

一

般

質

問

一

般

質

問

　
名
通
告
順

　
９

きぬ医師会病院




